
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-10-06

民事政策と辯護士制度(其二)

(Citation)
經濟學商業學國民經濟雜誌,38(6):957-990

(Issue Date)
1925-06

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/00053761

齋藤, 常三郎



民

事

改

発

と

蹄

護

士

制

度

(其
二
)

斎

藤

常

三

部

八

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

t
.

藩
閥

に
於

で
は
野

護

士

に
瀞

し

て
地
域

の
制

限

が
な

S
の
で
盛

っ
て

7
地
方

に
あ

る

輝

護

士

は

日
永
中

到

る
所

の
裁

判

所

に
行
き
普

聾

者

の
詩

語
代

理
人

だ
し

て
評

論

を

為

す

乙

だ
が
出
凍

る
｡

東

京

に
居

る
蹄

護

士

は
北

海
道

で
も
九
州

で
も
購

た
董

潜

に
ま

で
行

っ
て
も

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

)_
p

督
事

者

の
為

に
蹄

論

を
為

す

rJ
w
が
出
凍

る
｡

既

の
如

き

の
自
負

所
謂

出

張
蹄

護

q
r33herd
eh･

l
ヽ

ヽ
ヽ

en)は
訴

語

の
終

結

を
遅

延

在
ら

し

ひ
る

一
腰

観

だ
覆
る

の
で
あ

る
へ勿

論
裁

判
所
側

に

も
英
資

は
あ

る
が

こ
れ

は
前

に
述

べ
た
通
う

産

に
は
論
じ

筏

S
)
｡

民
事

訴

議

の
審

理

を
虜

す
際

に
或

る

裁

判

が
期

日
を
指
定

せ

ん

だ
す

る
､所

が
双
方

の
縛

護
士

叉

は

7
方

の
碍

護

士

が
其
裁

判

所

管

轄

内

に
居
任

し

て
居

ら

ぬ
陶
係

上

双
方

の
都

合

の
よ
き

日
が

丁
度

在

S
o

例

へ
ば

締

戸

地

方
裁

判
所

に
民
事

訴

諮
事

件

が
繋
属

す

る
'
叫
漆

の
縛

護

士

は
神

戸
市

在
住

の
人
'他
方

の
蹄

護

士

は
東
京

市
在
住

の
蹄

護

士

U
願
意

す
る
o

東
京

市
在

住

の
蹄

護
士

は
東

京

の
方

に
受

任

訴

墾

三
十
八
巻

(九
五
七
)

論

説

民
事
政
文
と
鄭
護
士
制
度
(
英
二
)

第
六
荻

三
九



第
三
十
八
巻

(九
五
八
)

論

説

民
事
政
策
と

堺
讃
士
制
度
(
英
二
)

第
六
鍍

四
〇

蔭

事

件

も
あ

る
し
且
紳
戸
は
途

方

で
あ

る
の
で
殖
声
市
在
住

の
相

手
方

蹄

護
士

ど
の
閏

に
双

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

方

の
療

蔓

の
日
が

丁
度

近

き
日
に
老

い
の
で

一
ケ
月
79
二

ケ
月
も
発
き

の
日
を
期

日

に
指
定

rb
れ

A
rJ
ど
な
裁

判
所

に
希
望

す
る
｡

裁

判
所

79
双

方

の
都
食

よ
き

日
を

可
成

選
ん

で
第

1

回

の
蹄
論
勘

B
を
定

ひ
る
.fJ
れ

が
褒

め
に
勢

払
二
ケ
月

も
先
き

に
裁

判
所

が
期

日
を
指

定

す

る

rJ
E
だ
在
る
O

双
方
蹄

護
士

が
蹄

声
市
在
住

の
人

で
あ

る
怒
ら
ば
僚

殺
虫
き

日

に
期

日
を

指

定

す
る

乙
だ
が
出
凍

る
｡

第

二
回

の
蹄

街
期

日
､鍵

三
回

の
療

街
期

日
を
定

ひ
る

に
も
同

じ

こ
ぞ
で
'二
ケ
月
も

二
ケ
月
等

7?
発
き

の
日
に
期

日
を
指
定
し
ね
ば

怒
ら

沿

rJ
だ
に
在

る
.

斯

様

在

rJ
だ
が
度

々
重

覆

る
の
で
事
件

の
終

結
は
非

常

に
長
引
き
双

方

の
蹄

護
士

が
神

戸

市
在

住

の
者

怒
ら

一
年

で
事
件

が
終

結
す

る
7g
の
を
も

山
方

の
蹄

護
士

が
寛
京

市
在
住

の
老

在

る

感

め

1
年
竿

79
二
年

7g
勝

つ
y
其

の
終

結
が
甚

だ
遅
滞

す

る
rJ
Aj)
だ
寄

る
O

若

し

叉
双
方

の

揮

護
士

が
紳
戸

市
以
外

の
在
任

の
人
寄
ら
ば
〓

方

は
寛
京

市
在
住

の
人
.他
方

は
京

都
市
若

-

は
大
阪

市
在
住

の
人
面

更
英
事
件

の
終

結

が
延
滞

す
る

rJ
w

だ
在

る

の
で
あ

る
O

此

の
弊
害

'
'
'

_
'

'
'

'
p

'
'
'
'

を
除

去
す

る

l
方
投

だ
し

て
は
蹄
護

士

の
職
務

執
街

に
付

て
の
地
域

を
制
限

す
る
必

要

が
あ

る

｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

l
r

弱
逸

に
於

て
は
橿

護

士

の
拭

延

に
館

で
は
勿
論
地
域
制

限
生

#
(h
o打
aliBi
e

ru
D
g
)
を
採
用



L
y
屠

ゑ
猶

逸
療
護

悪

法
第

凡
健
)｡
即
ち
蹄

護

士

は
或

l
定

の
義
邦

厨

に
於

で
の
み
認

可

さ

る

る
の
で
あ

っ
て
従

っ
て
或

る

山
定

の
地
域

に
焚

け

る
塘

て

の
裁
判

所
叉

は
或

る

1
聯
邦
困

苦

-

は
帝

国

全
鰹

に
於

け

る
通

で

の
裁

判
所

に
揖

鮭

の
上
摺

護
士
事
務

を

執
る

rJ
だ
が
封
家

荏
-
'却

て
或

る
地
方

の
階
顔

の

7
裁

判
所

に

の
み

出
廷
し
且

つ
教

職

し
得

る

乙
亡
を
得

る

が

庶

別

で
あ

る
O

例

へ
は
同

じ

普
魯

西

の
ラ

イ

ン
ブ

ン
ド
州

で
7g
･L
ク

エ

ル

地
方

裁
判

所

だ
か
'

若

-

は

ケ

ル

ン
控
訴
院

亡
か
或

は
同

ヒ
ザ

ク

セ
y

州

で

も

ド

レ
ス
テ

ン
高
裁

判
所

}J
か
'若
-

は

ラ

イ
ブ

チ

A,
地
方

裁

判
所

亡

か
･fJ
英
執

務

馬
域

が
制

限

せ
ら
れ

て
居

る
の
で
あ

る
｡

然

し

'
'
'

'

'

'

司

法

上

の
和

牽

rn
terre叩Se
A
eT
R

echtE
B
eg
e)
あ
る
場
食

に
限

丸
帯

護

士

の
個

人

の
利

益

に
絞

る
に

あ

ら
や
)提
訴
院

の
決
議

に
基

Fu右
例

外

を
許

す

こ

ぼ
亀
あ

る
二

の
裁

判
所

に
出

廷
を
許

さ
れ

敦
蹄

護

士

は
特

に

1
定

の
僕
件

の
下

に
其

退
散

食
議

裁

判
所

に
出

廷
す

る
を
許

ru
る
る

rJ
だ

が
あ

る
'左
れ

ば
或
蔭

裁

判
所

に
於

て
勘

廷

む
許

rb
れ

酸
蹄

護
士

が
桶

時

に
上
叡

地
方
裁

判

所

E_
C:
E_
rZ;

に
出

廷

を
許

9.b
る
る

rJ
だ
は
層

々
あ

る
(同

時
許

可

S
im
ultanzulassu
n
g)0

_

'

'

'

'
･,
'
'

'

'

'
'

'

滴

逸

に
於

け

る
地
域
制

限

重
義

探
周

の
級

本

理
由

は
｢訴

洛
追

行

に
館

で
は
裁

判
所

及

び
韓

護

士

は
元

々
或

る
程
度

ま

で
統

一
し
東

通
庶

す

る
各
位

を
虜

す

.,(
き

亀

の
で
あ

る
｣ど

の
思

想

に
基

-

も

の
で
あ

る
が
(鮒
!eocile
㌢5TnVeaei
;cTliaefFegtscih7:)
,J
の
外

に
伺

肘

掛

か
,*
掛

か
針
か

か

が
褒

め

の

第
三
十
八
巻

(九
五
九
)

論

説

民
事
改
発
と

蹄
讃
士
別
授
(英
二
)

第
六
紙

四

i



第
三
十
八
魯

(
九
六
〇
)

論

説

民
事
政
菜
と
拝
護
士
制
度
(
英
二
)

第
六
耽

四
二

考

も
亦
其

l
部

を
為

し

て
居

る
も

の

ご
恩

は

る

る

の
で
あ

る
｡

l■
ヽ

三
'

蹄

護

士

地
域
制

限
主
義

に
封

し

て
は
固

よ

り
反

瀞

も
あ

る
｡

其

二

一
を
憂

げ

七
見

よ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
l

う
在
ら
ば
'
1
此

主
義

は
詐

諮
普
事

者

の
利

益

を
寄

す

る

だ
云

ふ
の

で
あ

る
｡

即
ち

詐

菰
皆
事

.･./

者

が
自

己

の
恰
好

す

る
蹄

護

士

を
訴

謎
代

理

人

と
虜

n
ん

と
し

て

,P
地
域

に
制

限

が
あ

る

の

で
之
れ

を
虜

す

乙
}J
が
出
家

在

5
'例

へ
ば

両
月
在

住

の
人

が
東

京

市

己

か
名

古
屋

市

だ

か
に

屠

る
自

己

の
信

頼

す

る
蹄

護

士

を
自

己

の
謙

語
代

理
人

と
し

て
両

月

地
方
裁

判
所

に
出

廷
し

裳

は
ん

だ
し

て
も

rJ
れ

を
虜

す

rJ
だ
が
出
家

登
を
れ

で
紳

声
帯

亡
か
大
阪

市

だ

か
に
在
任

し

居

る
蹄

護

士

で
自

己

の
験
ら

倍
頗

せ

き
る
人

で

79
己

む
在
-
自

己

の
訴

諮

代

理
人

だ
し

て
出

廷

せ
し

ひ
る

の
外

在
き

こ
と

だ
在

り
､従

っ
て
訴

談

に
放

け

る
枝

雀

結
果

を
蒸

た

す

rJ
だ
が
少

-

覆

い
｡

又
縛

護

士

に
訴

議

を
依
願

す

る

に
は
依
願

者

は
其
隣

保

一
切

を
蹄

護

士

に
説

明

す

る
必
要

が
あ

る
'こ
れ

に
は
書

面

を
以

て
虜

す

よ

り

も
縛

護

士

に
直
接

面
禽

の
上

口
頭

で
翁

す

の
が
便
宜

で
且
精

確

で
あ

る
O

然

る
に
地
域

の
制

限

あ

る

が
褒

め
己

む
覆

-
遠
方

の
地

に
居

る
縛

護
士

に
依
頼

せ

ざ
る

べ
か
ら

ざ
る
結
果

口
預

上

の
説

明

を

感

す

rJ
だ
が
出
家

ず
､書

面

上

の
説

明
を
虜

す

の
巳

む
な
き

虜

め
其
事

件

の
関

係

を
明
確

に
す

る

rJ
だ
が
出

家

覆

い
O

之
れ

を
明
確

に
せ
ん

が
褒

め
に
は
依
覇

者

は

一
々
遠
方

に
出

掛

け

其

地

に
屠

る
蹄

護

士

に
薗
脅
せ



ヽ

ヽ

ヽ

紛

ば

在
ら

6g
.従

っ
て
依
凝

着

は
時

だ
登

用

亡
を

多

-

費

や

す

乙

だ

だ
在

る
｡

例

へ
ば

腰

ケ
晴

に
居

る
監

事

者

が
神

戸

地
方

裁

判

所

に
出

訴

せ

ん

だ
す

る

に
必

ず
緒

声

市
在

住

の
蹄

護

士

に

其

事

件

を
依

怒

す

る

乙

だ
を
要

し
､大

阪
市
在
住

の
稗

護

士

に
依
頗

す

る

rJ
だ
が
出
家

の

ど
在

れ

ば

普
尊

者

に

は
大

に
不

便

で
あ

る
密

事

者

は
藤

戸

覇

よ

う

も
自

己

の
住

所

に
近

さ

大

阪
市

の
方

が
犬

に
便

利

在

る

に
拘

ら
ず
二

々
遠
方

の
紳

声

市

に
出

掛

-

る

の
.
邑

む
な
き

こ

と

だ
覆

る

の
で
大

に
不
便

で

あ

る
O

依
窺

す

べ
き
蹄

護

士

が
遠

き

所

に
居
れ

ば

屠

る
程

其

不
便

は
大

在

る

も

の

で

入
費

も

時

も
多

-

鱗

か

る
O

下

ノ
東

商

に
居

る
人
(鷹

島

控
訴
院

管

内
)か
長

崎

提

訴
院

に
控

訴

せ

ん

だ
す

る
場

倉

に
長

崎

市
在

住

の
摺

護

士

に
依

頼

せ

き

る

べ

か
ら

き

る

こ

E

w
有
れ

ば

下

ノ
蘭

に
居

る
縛

護

士

に
依

頼

す

る

よ

り
も
其

不

便

且

不

利

益

は
頗

る
多

S,O

斯

-

の
如
き

は
皆

聾

者

の
利

益

訂
宰

す

る

こ

と
甚

大

写

る
7P
の
覆

膏

三

試
ふ

の

で

あ

る
｡

Tl
飽
.._.1ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

管

内

に
居

る
蹄

護

士

に
依

頼

す

る
様

在
事

件

は
最

大

覆

る
事

件

で
あ

っ
て
そ

う
教

が
覆

い
､毎

年

僅

か
許

わ

し

か
孝

い
tを

れ

で
遠

方

よ

ゎ
蹄

護

士

の
出

張

す

る

乙

だ
は
多

-

覆

い
か
ら
事

件

が
遅

延

す

る

だ
し

て

も

そ

の
様

潔

79
の
は
極

-

少
数

で
あ

る
o

g
l
今

日
の
如

旦
文
通

磯

筒

が

馨

達

し

て
居

る
時
代

に
は
縛

護

士

の
出
張

は
左

程

時

間

を
要

せ

ぬ

の

で
'経

っ
て
出
張

の
薦

め

に
詐

謎

が
遅

延

す

る

だ
云

ふ

乙

W
は
な

S
'蹄

護

士

が
紳

声

帯

に
居

る

も
東
京

市

に
居

る

も
現

第
三
十
八
番

(
九
六
こ

論

説

民
事
改
発
と

鞘
溝
士
制
度
(
英
二
)

第
六
耽

些

ニ



第
三
十
八
巻

(
九
六
二
)

論

訊

民
事
政
策
と
耕
護
士
制
度
(
英
二
)

第
六
鍍

四
四

今

で
臥
そ
う
慶

h

は
在

S
だ
云

ふ

の
童

あ

る
｡

(

鷲

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
.ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(読
)
猫
泡
に
於
て
も
議
論
の
あ
る
所
で
あ
っ
て
'地
域
制
限
に
反
封
の
議
論
を
主
張
L
i･1

人
t
B
oeh
frl
,D
AB
L

okaI

tis
ierun
b
O,dc
r
d
,
R
e
e
l,tSa
n
w
a
ltso
r
dg
,
D

eu
哲

he
Jur
iste
n･Ze
it
u
n
g
)
rahTg
}
lI
18
り7,
S
,
235
f!";
D
e
r
selbe

Zur
Ein
ga
bed
e
8

K
am
m

e
r

vor
stan
d
esz
u
N
G
r
nb
er
gJ
u
ri
Stisch
e
W
o

ch
ensch
ief
t36

J

a

h
rg･
7907
･

S
.)
毘
)･E
.

A
uer
b
ach
TIZ
IJr
R
ef
ol･m
d

er
R

ec
h
l

tsanwa
lt80
rd
.
D

cu
tsch
e
JutiS
te
rTZ
itu
r]g
1
8
,J
a

hrg
S
.
)02
8f
(N
r.16-
17,)

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

四
､

以

上

の
反
封
論

は
必
ず

し
も
五
箇

で
琴

S
o

ト

反
射
論

の

一
は
｢昏
聾

者

は
自

己

の
倍

戯

す

る
縛

護

士

に
事

件

を
依

髄

す

る

乙
だ
が
揖
凍

覆
-

在

る
｣だ
云

ふ

に
あ

る
も
'然

し
若

し

地

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
l

l

ヽ

l

ヽ

ヽ
ヽ

域
制

限
主

義

を
探

れ
ば

散

人

の
良

好

在

ち

官
記

む

る
欝

護
士

は
地
域
無

制

限

主

義

の
今

日
よ

ヽ

ヽ

り
79
多

-

地
方

地
方

に
分
布

n
る

る

の
で
あ

る
｡

間
合

に
も
脊

よ

う
は
良

好

在

h

E
認

め
ら

る

る
蹄

護

士

が
多

-

覆

る

の
で
'従

っ
て
必
ず

しも
大
都

督

の
蹄

護

士

を
煩

す

必
要

が

在
-

荏

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

る
｡

堰
域

を
鎗

り
細

が
-

別
け
ず

に
相
雷
贋

-

す
れ
ば
(例

へ
ば
後

に
云

ふ

が
如

-

l
控
訴

院

ヽ
ヽ

管

内
位

に
す
れ
ば
一基

地
-域

内

に
は
昏
尊

者

が
信
慮

す

べ

き
痔

護

士

は

必
ず

相

雷
数

多

-
居

る

rJ
E

だ
在

る
0

皆
事

者

が

)
地
域
内

の
鐸

護

士

に
依
頼

し
.そ
れ

で

も
不
安

心

ご
恩

へ
ば

其

巳

に
依
鷹

し
た

る
蹄

護

士

を
避

雷

-
は

之
れ

を
経
ず

し

て
自

ら
大
都

督

に
在

る
知
名

の
耕

護

士

の
鑑

定
を
敬

し
其
意

見

を
求

め

て
其

足
ら
ず

ご
恩

ふ
隣

を
補
充

す

れ

ば
可

S
の
で
あ

る
｡

よ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

p
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

-
散

人

が
塀

護

士
を
欝

士
に
比
較

す

る
'田
舎

に
於

け

る
病

人

は
大

都
食

に
出

て
知
名

の
撃

者



の
治
療

を
受

-

る
必

要

は
あ
ら
ん

亀

こ
れ

は
其

田
倉

の
迂
遠

の
都
合

に
細
督

倍
凝

す

べ
き

聾

者

が
無

い
場

合

に
限

る
0

現
今

の
状

態

で
は
御
影

に
屠

る
人

が
大
阪
若

-

は
京
都

の
留
院

に

行

か
す

に
態

々
東
京
ま

で
出

掛

け

て
治

療
を
受

-

る
に
及

ぶ
ま

い
元

州

に
居

る
人
が
藤
岡

に

在

る
啓
院

の
診
察

を
受

け
ず

に
温

々
東

京

の
塔
院

ま

で
出

掛
-

る
必

要

は

在

5,0

叉

反
射
論

者

は
｢事
件

の
内

容

を
蹄

護

士

に
説

明

す

る

に
は
書

面

よ
-

は

H
頭

の
方

が
宜

S
の
で
'従

っ
て

迂
遠

の
蹄

護
士

に
依
凝

す

る
労
便

利
k
Jw
云
ふ
.

戚

濯

こ
れ

も

一
理

は
あ

る
7g
縛

護

士

は
専

門
家

だ

か
ら

〓

一
度

依
顧

着

よ

う
其
内

容

の
説

明

を
聞
け

ば
大

抵

は
其
内
容

が
到

る
し

叉
詮

索

の
蒐
集

散
も

出
凍

る
､再

も
事

件

の
飴

珍
か
ら

其
終

結

に

至

る
ま

で

の
聞
縛

護

士

は

l
々
雷

聾

者

を
呼
拭

し

て
衰

口
頭

上

の
説

明

恕
求

め
在
-

}J
も
可

-
.威

圧

の
場

食

は
兎

も
角

も

W
L

て
こ
度

日
三
度

目

だ
覆
れ

ば

大

概

の
rJ
E
は
書

面

上

の
説

明

に

よ
う

て
79
夢

見

さ

る

の
で
あ

る
0

従

っ
て
地
域
制

限
主
義

を
認

め
た

か
ら

ご
て
其

認

珍
き
る
時

よ

う
79
瞥
事

者

に
取

-
時

ヽ

ヽ
ヽ

1
-

1
ヽ
1

ヽ

聞
及

び
費

用

に
於

て
不

利
益

だ
在

る

W
は
限
ら

覆

い
｡

若

し
地

域
制

限

量
義

が
窓

S
だ
す
れ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ば
今

の
裁
判

所

土

地
管

轄

隈
域

の
樹

皮

も
惑

い
だ
云
は
老
け

れ

ば

在
ら

沿
腐

り

に
東
京

及

び

大

阪

の
裁

判

所

或

げ

に
比
較

的

良

好
覆
別
事

が
あ

り

だ
す
れ

ば

日
本
登
園

に
於

叶

る
軍

は
皆

東

京

著

-

は
大

阪

の
裁
判

所

の
審

判

を
受

-
方

が
可

い
と
在

る
謬

だ

が
p現
今

の
制
度

で
は
何
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第
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亀
東

京
及

大

阪

の
裁

判

駅
東

げ

に
良

好

だ
認

ゆ
ら

る
る
判
事

の
み

が
揃

っ
て
居

る

ど
も
取

ら

家
主
右

以
外

の
裁

判

所

に
も
良

好

怒

ら

だ
認

ゆ
ら

る
る
列
挙

が
そ
れ

相
皆

に
分

布

さ
れ

て
居

る
C

捧

護

士

に
骨

で
も

右

と
同
様

で
あ

っ
て
地
域

制

限

量
義

を
認

ゆ
在
は

各

地
方

地

方

に
良

好

在

り

}J
認

ゆ
ら

る
る
縛

護

士

が
分
布

n
る

る

の
で
あ

る
｡

現

に
猫

逸

の
現
状

を
見

て
も
到

る
'何

も
良

好

怒

り

と
認

め
ら

る
る
蹄

護

士

が
衛
ち

偽

称

yJ
か
菜
府

E
か

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
だ
か

に

＼j

の
み
集

っ
て
居

る

の
で
在

5,｡

仁

反

繋
論

者

は
遠

方

の
蹄

護

士

に
依

慮

す

る
楼

在
事

件

は
極

-

小
数

だ

と
云

ふ
.

疲

-

小
数

だ

か
否

や

は
確

,yJ
到

ら

な

い
が
慣

ら
に
極

小
数

だ

か
ら

だ

て

こ
れ

を
似

て
事

件

の
延
滞

に
影
響

が
筏

S
RfJ
云
ふ
謬

に
は
街

か
宣

S
示

教

で

も
其

影
響

す

る

朗

は
多

大

で
あ

る
O

舟
敦

で
79
其

小
数

な

る
大
事

件

を
れ
白

燈

が
出
童
蹄

護

の
褒

め

に
前

述

の
如

-
期

日
が
最

近

に
開
館

さ
れ

在

S,
の
で
盛

っ
て
を

の
事

件

は
延
滞
す

る

乙

だ
は
前

説

明

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

の
通

り

で
あ

る
､加

之
大
事

件

に
関

す

る
出

張
摺

護

の
感

吟
に
他

の
多
数

の
事

件

の
進

捗

に
大

に
影

響

を
及

ぼ

す

の
で
あ

る
｡

蓋

し
裁

朝

丘

の
揮

散

は
前

記

の
如

-
皆

事

薯

叫
方

丈

げ

の
彊

延

で

は
不

十

分

で
あ

っ
て
必
ず

督
事

者

双
方

の
彊

延

を
要

す

る
東

方

の
詐

諮
代

理
人
光

る
摺

護

士

が
揃

は

な
け

れ

ば
摺

諭

を
虜

芸
何

の
が
通
例

で
あ

る
｡

所
謂

出
張
縛

護

を
虜

す
蹄

護

士

は
途

方

か
ら
凍

る

の
で
あ

ら
且
自

分

の
居
住
管

韓

の
裁

判

所

に
も
自

分
受

任

の
事

件

が
繋

厨
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張

を
要

せ

き

る
地

の
裁

判
所

な

ら

ば

泣

き

日

に
指

定

n
る

る

rJ
亡
を
希

望

す

る
か
)､従

っ

て
裁

判

所

で

も

発

き

の

日

に
親

指

を

指

定

す

る

fJ
E

だ
覆

る

し
､叉
自

己

の
住

所

を
管

轄

す

る
裁

判

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

評

語

は

出
家

に
要

す

る

日
子

を

の
も

の
に
因

つ
Y
.
は
直

接

鎗

ち
其

進

捗
如
ノ何

に

影
響

を
盈

5i1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

l

ヽ

な

S
か
も
知

れ

な

S
が
出
張

だ
云

ふ

TJ
E

に
依

つ
y
出

張

す

',(
き

党
方

の
裁

判
所

に
於

け

る

･事

件

の
蹄

諭

期

日
及

英

住

居

地

に
於

け

る
普

方

の
ノ
裁

判

所

に
繋

属

せ

る
事

件

の
縛

諭

期

日

の

指

定

が
早

-

行

か
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蹄
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蹄
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蹄
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蹄
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縛
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滞
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ヽ
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ヽ
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ヽ

ヽ
ヽ
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ヽ
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を
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が
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業

的
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失
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闇
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蹄
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士

の
業

務
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護

の
目
的

に
重

大
在

る
閑
係

あ

る
7g
の
で

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

あ

っ
て
'其
業
務

が
如
何

に
行
は
れ

又
如

何
な
る
方

法

に

て
街
は

る
る
か
は
汝
梓

の
進
歩
を
達

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

に
大

在

る
関
係
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あ
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､裁
判

を
し

て
適
切
且
良
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在
ら
し

妙
ん
褒

め
に
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蹄

護
士

の
掬

輿

が

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
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あ

る
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る
｡

を
れ
で
蹄

護
士
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司
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縛
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士
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ヽ
p
p

然
観
象

の
官

渡
(B
eam
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け
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質
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る
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だ
云
ふ
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あ
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士
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濁
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依
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蹄
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ヽ
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e
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如

蹄

護
士

は
依
頼
者

の
褒

め
に
其
詐

琴
代
理
人

だ
し

て
裁

判
所

に
出
廷

し
蹄
諭

し
且
其
受

′一lヽヽ

任
事
務

を
取
扱

ふ

の
で
あ

る
が
双
方

の
其
関

係

は
前
述

の
如

-

契
約
陶
係

で
あ

る
1J
は
云

へ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
l

ヽ
ヽ

革
質

上
は
封雷
の
関

係

に
立
ち
居

る
も
の

ど
は
云

へ
在

S,O

依
魔

人
は
例

へ
ば
病
人
(P
atien
-

ヽ

ヽ

ten
)､
韓

護
士

は
賢
者

の
如
き

79
の
で
､即
ち
縛
護
士

だ
依
頼
人

だ
の
閣
係

は
欝
者

だ
病
人

ど
の
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式
事
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と
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士
測
度
(
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第
六
親

玉
四

囲
係

の
如
き

7P
の
で
あ

る
の
で
､従

っ
て
依
魔

人

は
常

に
痔

護
士

の
指
国
論
親

に
服

従
す

べ
き
ヽ
▼

状

態

に
あ

っ
て
革
質

上
両
者

は
封
皆

の
地
位

に
立
ち
居
ら
ず
癖

護
士

は
依
魔

人
に
対

し
慶

越

即
卸
町

を
有

し

て
居

る
の

で
あ

る
へdZcur"Rheecri拍
aln23
;1約
･SCT
ai
sg
.er60Gf
schiclte)0

5
0

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

]
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叙

上

の
如

-
縛

護
士

は
官
吏
的

の
79
の
で
又
依
魔
人

は
蹄

護

士

よ
り
も
覇

者
た

る
服

ヽ

ヽ

徒
者

の
地
位

に
立

っ
て
居

る
も

の
で
あ

る
O

従

っ
て
蹄

護
士

は
他

の
督

業
者

の
如

-
鰭

-

る

或
け
鰭

-

る

三

吉
ふ
は
其
性
腰

上

よ
h
見

て
穏
皆

で
覆

い
'又
依
愚

人
が
蹄

護

士

よ
う

の
申
出

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

額
を
承
諾

し
た

ど
し

て
も
其
承
諾

は
不
本
意

か
ら
出
光

乙
W
が
あ

pil
云

は
ば

契
約

の
自

由

を

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

棒

先
沿
要
だ
云
ふ

も

の
で
あ

る

か
ら
其
報

酬
額

の
程
度

を
定

ひ
る

の
に
金
銭

双
方

の
倉
意

に

ヽ

ヽ
ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
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'
'
'

ヽ
ヽ

の
み

教
任
し

て
置

い
て
不
雷

や
覆

い
W
云
ふ
評

に
は
行
-
ま

い
戚

額

の
程
度

は
轟

護

士

の
法

律

上

の
地
位

だ
蹄

護

士
及

び
依
頼

人

の
地
位

的
開
係

だ
と
塵

酌
し
且
信
義

試
案

の
観

念

に
従

払
て
之
れ

を
定

む
べ
.き

79
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で
あ

る
｡
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八
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良

ノ
風
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二
反

ス
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行
男
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ス
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ヽ
ヽ
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ヽ
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)又
ft

無

審
準

U
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乗

シ
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ノ
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シ
ク
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給
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財
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ノ
利

益

ヲ
得

セ
ジ
メ
叉
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之

ヲ
獲
保

セ
シ
ム

〝

法
律

街
虜

か

其

財

産

上

ノ
利
益

力
給
付

ノ
債
務

ヲ
超

過

シ

且
其
皆

瞭

ノ
事

情

二
徒

へ
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其
超

過

力
著

シ
ク

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

権
衡

ヲ
失

ス
ル
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ハ
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ヲ
無

数

も

ス
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定

め

て
居

っ
て
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謂
暴

利

好
感
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禁
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し

て
屠
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藩
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港
第

九
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又
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反
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居
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民
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直
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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禁

止

の
蔑

見

を
掲
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然
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九
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裁
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敢
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欽

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
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梓

街
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す
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趣
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あ
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酢
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郎
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摘
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猷

鮎
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那
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護

士
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依
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人

亡
の
間

の
報

酬

契
約

は
縦
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双
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損
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ヽ
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ヽ
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ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

て
も
英

行
虜
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暴

利

街
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禁

止

に
違

反
せ

ざ
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場

倉

在
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限

ら

覆
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o

党

般
新

聞
紙

の

倦

ふ

る
所
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依
れ

ば
寛
京
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或

る
富

豪
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人

だ
有
名
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摺

護

士

だ

の
尚

に
報

酬
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題

の
非

議

が
起

つ
溌

}J
の

乙
だ
で
あ

る
が
嘉
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撃

薯

の
主

張

の
執

れ

が

韮
常

在
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帝

は
今

厳

か
に
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断

ヽ
ヽ
ヽ

す

る
を
得

覆

い
｡

然

る
に
塙

商
随

に
於

y
幾
年
報

酬

契
約

に
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て
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つ
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要
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縛
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鰐
六
洗

五
六

同

軸
唐

人

に
封

す

る
遺
産
請

求

の
訴
熟
を
引
受
け
之
れ

を
治
安
裁

判
所

(FriedensTiohte
ram
t)
に

提

起
し
'其
詐

議
は
氏

の
泰
カ

に
依

り
勝
訴

の
見
込

が
立

っ
て
家

光
｡

然

る
に
其
後

和
解
成

立

し

タ
イ

レ

ル

民

の
依
頼

人
は
其
遺
産

請
求

を
共
同

相
模

人

に
四
十
高
九

千
法
蘭

で
賓

却
し
た
o

'
'

'
'
'
'
'
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'

ク
･T
レ

ル

戊

だ
依
頼
人
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の
報

酬
契
約

は
三
十
商

法
蘭

を
超
過
す

る
79
の
の
年

額
(即

ち

五
第

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

四
千
五
首

法
蘭
)を

タ
イ
レ

ル

民

に
支
沸

べ

き
約
束

で
あ

っ
て
巳

に
其
中

三
高

波
南

東
け

は
支

排
済

W
在

り
允

が
残
額

の
二
第

四
千

五
首

法
蘭

は
其
授
受

が
在

S
pを

乙
で
氏

は
其

の
戎
額

に

付

Y
の
静

求
訴

熟

を
裁

判
朗

に
提
起

し
允
｡

所

で
依
番

人

は

l
方

巳

に
文
飾
鰐

の
三
高

法
蘭

の
返
還

を
反
訴
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L

y
請
求

し
允
O
ベ

ル

ン
控
訴
院

は

ク
T

レ

ル
戊

の
こ
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千

五
百
法
蘭

の
請
求
詐

畝
及
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依
願

人

の
反
訴

を
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に
理
由

覆
し
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し

て
菓

却

し
た
東

方

よ

ち

の
上
告

の
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ヽ
ヽ

ヽ

結
果
大
審
院
廟
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判
所
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は
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レ
ル
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の
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の
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ヽ
ヽ
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h
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光

三
寓

抜
海

を
依
頼

人
に
返
還

す

る

の
己

む
覆
き

に
萱

つ
允

上
に
飼

養
額

の

こ
高

四
千

五

ヽ

ヽ
ヽ
q

'
ヽ
P
'
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
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ヽ
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あ
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ヽヽ
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ヽ
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ヽ
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右
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旨
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ヽ
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●
ヽ
ヽ

の

目
的
を

看

し

息
巻

良

の

風
俗
に
反す
る

聾
項

を
目的
だ
し
允

も

の
で
あ

る

の
で
瑞

国
債

静

法
警

音

機

(謡

欄
莞

)
の
親

定

に
依

り
無

効

で
あ

る
感

づ
y
腰
曽

タ

イ
レ

ル

氏

は
己

に
受

領

し

た
79
の
を
同

法
讐

ハ
十

二
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観
相
莞

｡
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依

る
不
皆
利
得

と
し

て
依
頼

人

に
返
還

す

べ

き
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の
で
あ

る
｡

不

皆

利
得

の
返
還

請
求

を
拒
晃

す

る
乙
だ
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足

珍
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あ

る
同

港
第

六
十

六
僕

(域
雲

脚
)
は
此
場

倉

に
通
用

が
宣

誓

蓋

し
依
魔

人

は
不

法

叉
は
道

徳

に
反
す

る
数
乗

l

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

を
生

せ
し

ひ

る
目
的

を
似

て
報

酬

金

を
交
付

し
允

る
79
の
で
在
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却

っ
て
法
律

上
許

容

n
れ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

且
有

数

覆

る
契
約

を
履

行

せ

ん
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の
謬

見
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沸

ふ
允

か
ら
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あ

る
､法
律

違

反
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領
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ヽ

ヽ

l

者

允
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原

告
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格
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意

向
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m
]ilg)
に
関

し
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成

宜

す
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み
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あ

っ
て
金

償
授
輿
者

乗

る
被

告
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人
格

及

び
意

向
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依

っ
て
成

宜
し

在

S
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酬

契
約
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法
律
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禁
止

す

る
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垂
然

破
皆

の
利

黍

を
保
護

す

る
に
出

て
充

電

の
で
あ

る

か
ら

で
あ

る
｣だ
O
(註
〓
)

此
塞

件

は
千

九
百

十

二
三
年

頃
起

り
髭
も

の
で
あ

っ
y
傍

ら
富
-

は
な

S
o

我
国

で
は
塞
件

の
如
き

場

食
を
瑞

商
法

W
同

山
に
取
扱

ふ

べ

き
7g
の
在

ち
や
否

や
は
固

よ
う
議
論

あ
ら
ん

JC
右

大
審

院

の
判
決

理
由

は
大

に
塵
考

だ
す

る
に
足

る
7g
の
で
あ

る
O

(琵
B
.
≡
)

Z
tircher
S,)2M
;

第
三
十
八
巻

(九
七
五
)

論

説

民
事
政
菜
と
軒
琵
士
制
定
(
英
二
)

第
六
雛

五
七



第
三
十
八
馨

へ九
七
六
)

論

認

民
事
改
発
と
擁
護
士
制
度
(
英
二
)

第
六
凍

五
八

L

I

i

.

鋳

造

士

と
依
頼

人

rfJ
の
契
約

で
報

酬
額

が
楯
皆

の
も

の
巽
ら
ば

何

も
問

題

が

な

い
が

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

前

に
述

べ
た
逸

ら
蹄

護

士

は
依
願

人

に
臆

し
優

越

の
地
位

に
立
ち
居

る

の
一
で
兎
角
報

酬

の
額

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

が
高

過
ぎ

る
傾

ぎ
筏
ち
暴

利

的

に
な
ら
易

-
､従

っ

て
訴

語

の
費

用

が
多

額

に
過
ぎ

訴

語

が
要

償

に
行

か
き

る
の
み

覆
ら
ず
報

酬

が
高

-

覆

る

の
む

云

ふ

の
で
謙

語

を
提
超

し
叉

は
追

行

す

ヽ
ヽ

ヽ

る

こ
じ
が
困
難

だ
在

る

の
で
N
lg
.
Z
tirc
b
e
r
S
.
l
lLN,
;
W
eissleL･
a
a
O

)
報

酬

額

を

l
足

し

ょ

う

ど
云

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ふ
考

が
起

っ
た
.

此

考

に
依

っ
て
立

法

さ
れ
允

も

の
は
猫
泡

の
摺

護

士

手
数

料
規

則
(D
ie
G
e

p
'

'
'

'

'

'
'

'

biibrenord
n
u
l品

fiir
f!e
chtganwa.lteJt及
び
靖

国
各
州
(大

抵
)の
手
数

料
規
定
(T
a,x
ora
n
昌
ger],G
eb
tiren
tarif)

等

で
あ

る
｡

尤

も
比
等

の
図

の
立

法

の
理
由

は
他

に

も
あ

る
'即
ち
ri

手
数

料

親

朗

が
あ
れ

ば

ヽ

ヽ

ヽ

t
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

t

ヽ
ヽ

事
件

の
依

頼

人

は
謙

遜

を
翁

す

に
発

っ

て
其
墾
周

を
汲

如

し
得

る
利
益

あ

る
は
勿
論
'蹄

護

士

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

も
事

件

関
空

別
に
発

ち
報

酬

の
取

越

を
虜

n
給
ぼ

在
ら

ぬ
苦

痛

,9
免

れ
叉

饗
肘
掛

γ
針
掛

即

断

'9
ダ
封
'宗
PdV
'#
卯

で
.O
が
釘
.蒜

が

が

虞､
が

㌢
か

即

が
'･Q.boo(Fur絹
a7nLdea
.rluGf?.hsP.rsnf?r･)
q
叉

一
_
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

縛

護

士

は
其
報

酬

を
依
願

人

の
好
意

に
依

り

て
受

-

る

に
あ

ら
ず

し

て
(恰
も
料

理
屋

の
給
仕

ヽ
P

'

'

'
P

9

'Zt
心
付

!:㌻
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･:I
,
I
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ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

1
足

せ

る
標

準

の
額

を
受

-

る
は
縛

護

士
の

品
位
よ
り
見
て
も
適
度

せ
る
も
の
で
あ
る
IFiseh

S.
102)
だ
云

ふ

に
あ

る

の
で
あ

る
｡

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

私
は
非

議

を
安
億

に
し

鷲

ひ
ど

の
理
由

よ
ら
し

で
我
国

に
於

で
79
滴
逸

等

の
如

-
報

酬

仙

窟

を
希

望

す

る
.

勿
論

猶

泡

に
於

七
も
辱

別

の
契
約

に
困

,り
法
律

上

の

山
定
額

よ
ち
79
多

額

の
報

酬

を
定

む
る

rJ
E
を
妨

げ

老

い
が
(鴻
逸
碍

護

士

手
数

料
規

則

第

九
三
墜
'然
し
賓

際

は
斯

る
特
約

を
虜

す

の
は
極

-

少
数

怒
ら

と
の

rJ
A,J
で
あ

る
｡

(K
n
eer
S
.9
7)rJ
?
少

有
き

理
由

は
蓋

し
法

定

の
報

酬
額

を
拭
L

y
良

好

覆

る
蹄

護

士

に
事
件

を
依
願

す

る

乙
1J
が
彊
凍

る

か
ら

}J

の

TJ
w
で
あ

る
.

こ
1

斬

猫
逸

に
於

で
縛

護

士

手
数

料
規

則

を
殖

め
て
定

め
た

の
は
千
八
百
七
十

九
年
屯

月

′.＼

七

日

で
あ

っ
て
之

れ
を
魔

術

し

た

の
が
伺

年
十
月

l
日
で
あ

る
東

後
塵

々
之
れ

が
改

正
補

充

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

9
J'
'

'

ヽ
P

ヽ

を
虜

L
t最

近

な

る
時

子

丸

首

二
十

四
年
六

月

7
日

に
も

大
改

正
を
希

っ
た

の

で
あ

る
0

両

L

y
此

大
改

正

に
基

-
現

街
法

の
下

に
於

け

る
民
事

事
件

に
緬

す

る
轟

護

士

手
数

料
額

は
左

の

如
-

で
あ

る
｡

要

物
の
倍
額
重

量

蒐
)

碩

娼

び
甥

盛

t.
二
〇
品
克
マ
デ

二
鳥
克

二､二〇
馬

克
-
六

〇
馬

克
マ

デ

四
馬
蒐

三
'
六
〇
馬

克

1
一〇
〇
馬
克
マ
デ

四
'
山0
0
馬
克

～
一五
〇
馬
克
マ
デ

五
､
一
五
〇
馬
蒐

-
二
〇
〇
馬
蒐
マ
デ

第
三
十
八
番

(
九
七
七
)

論

説

民
事
政
文
と
耕
蕎
士
別
箆
(英
二
)

第
六
務

五
九



第
三
十
八
巻

(
九
七
八
)

論

説

民
事
政
菜
と
韓
讃
士
制
度
(
英
二
)

六
'
二
〇
〇
展
克
-
五
〇
〇
馬
克
マ
デ

七
､

1
0
0
0
展
克
マ
デ

八
'
五
〇
〇
〇
馬
克
マ
デ

三 四 五
分 分 分

九
'

一
高
馬
克
マ
デ

十
､
十
寓
馬
克
マ
デ

十

1
.
十
荒
馬
克
以
上

五 一 二
足 労 分

ヽ

ヽ

ヽ

＼

ヽ

癖

護

士

が
詐

露
代

理
人

.yJ
L

で
詐

語
を
超
す
際

に
は

1
方

に
於

で
は
調

査
其
他

職

静

上

の

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

､

行
為

に
封

す
る
訴

諮

手
数

料
(P
rozessgeb
a
h
･)
と
し

て
前

掲

の
手
数

料

を
.叉

他
方
に於
七
は
口頭

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
､
I

JI

蹄

論

を
虜

す

の
手
数

料

(V
erhandl
uロgSg
ebdhr)
だ
し

て
前

表

の
手
数

料

を
又
語
感

調
料

だ
し

て

其
年

額

を
依

魔

人

よ
う
受

-

る

町
で

あ

る

の
で
享

教

科

類

別
第

二
二
傑

塵

照
)威
魔

人

は
詐

談

l

ヽ
ヽ

を
虜
す

に
は
結

局
前

表

の
額

及

び
率

の

二
倍
竿

を
蹄

護

士

に
蹄

ふ

乙
亡
を
要

す

る
を
通
例

だ

す

る

の
で
あ

る
｡

)

ヽ

ヽ

佃

瑞

西

に
於

て
は
各
州

は
大

抵
蹄

護

士

手
数
料

規

則

を
定

め

て
居

る

rJ
w
は
前

記

の
如

-

だ

が
(註
)
今

チ
ユ

リ

ヒ
(Z
iirich)
に
於

け

る
も

の
を
馨

ぐ
れ

ば

左

の
如

-

で
あ

る
｡

訴

訟

倍

額

7.
0
]

710

0
托
蘭

こ
.
三
〇
〇

-
六
〇
〇
津
蘭

三
.
六
〇
〇
-
一
〇
〇
〇
法
蘭

四
'

1
0
0
0

-
一五
〇
〇
韓
蘭

玉
'

1
五
〇
〇
-
二
C
O
O
弦
蘭

線

描

手

数

料

7
0
1

110
抹
蘭

三
〇
-
一
二〇
按
蘭

六
〇
-
二
〇
〇
注
蘭

一
〇
〇
-

二
九
〇
抹
蘭

1
玉
0
1
三
三
〇
法
薦

六
'
二

〇CXl
三〇
〇
〇
蜂
闘

二
〇
〇
-
三
八
〇
法
蘭

七
､
三

〇〇〇-五〇
〇
〇
法
閣

三
〇
C
T
四
五
〇
法
蘭

A
.
五

千
-
1寓
按
蘭

九
､

1
蔑
-
こ
高
経
闘

十
､
二
寓
-
重
商
接
衝

四
〇
〇
～
六
〇

〇
按
蘭

五
〇
〇
-
七

五
〇
接
衝

六
五
〇
-
〓
1.C
O
法
蘭

五

苗

法
薗

以

上

の
79
の
は
訴

訟
倍

額

の
有

分

の

二
乃

至
二
竿

だ
盛

す

の
で
あ

る
(規
則
第

二



倭
)｡

尤

も
盈

列

に
於

で
数

回

の
鋳

論

を
虜

す

か
叉

は
灸

列

事
績

以

外

に
於

で
別

に
置
嫁

事
績

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

を
要

し

允
等

の
場

倉

に
は

右
標

準

手
数

料

に
割

増

(
Z
.J
S

Gh
㌫
g
e
)

を
附

す

る

り
で

あ

る
(同

第

三

倭
)
｡

(
註

)

例

へ
ば
二
)
7g

ricll二

九

一
八

年

九

月

二
十

四
E=
.り
群
議

士

手

数

料

規

則
'(lニ
B
e
rn二

八

五

〇
年
如

月

十

二
日

の
民

事

訴

訟

に
於

げ

ろ
手

数

規

則
至

1)L
u
zern.
一
九

〇
三
年

三
月

四

日

¢
手

数

料

標
準

規

則
.(E
)G
Tarl声

1
八

九

五

年

五
月

五

日

の
民

事

訴
訟

手

数

料

規

則
､(畢
B
asels
ta
dt二

九

1
0
年

十

二
月

十

九

日

の
控

訴

院

令
､(六
)A
p
p
e･

n
zeit
Innerh
od
em

l
九

〇
1
年

の
群

議

士

職

移

行
便

規

則

籍

】
七

傑
'第
一
八

備
忘

)S
t.
G
atlen.
完

○
7
年

の
群

議

士

及

び

代

参

人

手

数

料

来
､(A
)A
arg
au
J
九

一
九

年

三
月

六
日

の
民

事

及

び
商

事

事

件

に
於

て
串

護

士
'公

証

人

及

び

備
渉

人

の
報

酬
表
､(九
JT
tlrg･1u
一
八

八

〇
年

三
月
十

八

日

の
粁

藩

士
法
第

八
棟
､第

一
五

健
二

l
O
)
T
e慧
in

手
数

料

表
'
こ

こ

W
aad
二

八

八
〇

年

十

一
月

二
十

EE
の
紹

護

士

法
'報

酬
表

第

二

二
傑
第

二
三

侯
'
二

二
)W
a
l]i
s,

】
八

八

三
年

十

二
月

一
日

の
裁
列

所

手
数

料

及
び

訴

訟

数

用
規

則
､二

三
)G
e11f二

八

九

一
年

十

二
月

二
十

六
日

の

民

事

事

件

に
於

げ

ろ
群
議

士
'執

達

吏

及

び

曹
誰

の
報

酬
率

一
八

九

二
年

一
月

五

日

の
規

則
'
一
八

九

二
年
八

月

十

六
日

の
規

則

及

び

一
九

〇
七

年

七
月

十

六
日

の
規

則

に
依

り
修

正

さ
れ

ii
も

も

り
).

尤

も

右

瑞

四

各
州

の
法

令
は‡
一
九

二
〇

年

現
在

の

も

り
で
み

る

の

で

現

在

で
は

或
は

変

更

さ
れ

て

居

る

も

の
も
あ

る

即

も

知

れ

な

い
｡

小

猫

泡

に
於

七
は
右

に
説

明
し

た
其

表

に
鴻

げ

あ

る
標

準
額

の
三
倍
癖

論

手
数

料

だ

か
謙

′.ー

語

手
数

料

だ

か
む
沸

ふ

か
ら
)乾
叉
瑞

西

に
於

で
は
回

に
述

べ
た
其

表

に
記

載
し

わ
る
標

準

額

及

び
基

剤

曙

を
蹄

護

士

に
賓

際
支

沸

ふ
も

の

}J
し

て
79
其
報

酬

額

は
傍

ら
多

額

ど
な

ら

ぬ

の

第
三
十
八
番

(
九
七
九
)

論

説

民
事
政
策
と
静
讃
士
制
度
へ英
二
)

第
六
波

六

l



第
三
十
八
巻

(
九
八
〇
)

論

認

民
事
政
菜
と
韓
護
士
制
度
(
英
二
)

第
六
耽

二
ハ

二

で
あ

る
(尤

も
訴

諮
額

の
極

-

少

雀
き

79
の

に
封

し

て
は
報

酬

額

は
多

過

ぎ

る

rJ
}J
だ
在
る
が
)O

ヽ

ヽ

例

へ
ば

鴻
逸

に
在

で
は
訴

菰
額
千
馬

寛

の
も

の
に
瀞
し

て
は

一
割

二
分
､訴

洛
額

〓
掲
馬

寛

の

ヽ
ヽ

も

の

に
瀞

し

て
は

六

分
又
瑞

西

に
在

七
は
詐

談
額
千

娃
蘭

の
も

の

に
封

し

て

は

山
都

か
清

々

三
割
'詐

認
額

〓
掲
法
繭

の
も

の

に
封
し

て
は
五
分

か
精

々

八
卦

で
あ

る
｡

之

れ

に
依

っ
て
看

れ

ば
蹄

護

士

に
封
す

る
報

酬
は
鎗

h
高

も

宣
-

濁
逸

に
&
'
て
は
特

に
高

過

ぎ

る

と
云
よ

こ
だ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

が
な

い
だ
思

は

る
｡

一
寸

二
二日
し

て
澄
-

が
此

等

の
報

酬

は
蹄

護

士

が
受

任
事

件

の
成
功

rfJ

ヽ
ヽ

?
I?
'

,P
ヽ
ヽ

ヽ

P
P

P

ヽ

ヽ

ヽ

否

だ
に
係

ら
ず

依
頼

人

よ

り
請

求

す

る

rJ
だ
が
出
凍

る
の
で
7e
る
｡

ニ

ー

″
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

蹄

護

士

の
報

酬

,<SJ
訴

諮
額

に
依

り
劃

一
的

に
定

む
る

rJ
A/J
に
封

す

る
非

難

も

仲
々
あ

る
共

生

な

る
も

の
は
次
ぎ

の
如

-

で
あ

る
｡

J>
JP
ヽ

ヽ
ヽ

!

､

蹄

護

士

の
努

力

は
精

神

的
動

労

で
あ

る
､訴

謎
額

が
莫

大

在
も

の
で
あ

っ
て
79
其
事

件

が
極

ゆ

tTJ
翠

縄

在

も

の
79
あ

h
､従

っ
て
勤
労

が
少

家
-

て
済

む
も

の
79
あ

わ
戻

之

謙

語
額

が

僅
少

在
も

の
で
も
難
問

題

が
多

-
従

っ
て
動

労

が
非

常

に
多

-
要

す

る

fJ
./
J

も
あ

る
｡

1
の

簡
畢

在

る
蹄

諭

(I)1aid
oy
er)
で
も

叉

二
三
頁

の
書

面

で
7P
長

さ

研
究

の
結
果

に
依

る

こ
･fJ
が
あ



る
盛

る

に
長
き
秤

論

で
7P
文
数

サ
頁

の
贋
況

覆

る
内
容

の
書
面

で
亀
感
や

し

亀
最

き
略

取

だ

努

カ

ビ
を
要
せ

き
る
JC
の
7g
あ

る
｡

左
れ
ば

評

議
額

の
多

寡

に
依

り

報

酬
額

を

一
定

す

る
は

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

寄

添

卒

を
紋

-
不
雷

の
も

の
で
あ

る

ど
の
非

難

で
あ

る
｡

此
非

難

は
骨

で
鶴
逸

ド
レ

ス

デ

ン

の
蹄

護
禽

士

に
於

て
解

決

す

べ

か
ら

き

る
悶
琴

U
r,i6sb
ares
P
roble旦
亡
し

て
論
議

91Fれ
た
所

で

A-7
:二
,
∵
仁

..･.(
,･･
:,
,･
･･,
I:J
･･A.I
,,
=;I.]盟
∵

..･
:I.:

.･;･･=
,･･-1
････

∵

!･･
Jr
:L
･
[:･･･:･臥.･･..付

･i･f･
･.:
･･･f
････i
=7

∵
...

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

士
白

身

の
定

む
べ
き

も

の
で
あ

っ
て
蹄

護
士

が
其
低

値

を
自

己

の
動
労

園
止

に
辞

儀

し
且
盈

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

'

衆

を
欺

-

乙

と
は
高

々

な
き

79
の
で

は
あ

る

が
'詐

認
開
鶴
前

に
之
れ

に
関

ち
鐘

ず

る
仕
罫

の

l

ヽ

ヽ

ヽ

難

易

は
必
ず

し

も
汲

想

す

る

rJ
と
は
彊
家

宣

S
｡

此
鮎

に
於

七
は
播

護

士

の
精

神

的
動

静

が

ヽ

ヽ
ヽ

､
ヽ
ヽ

往

々
放
校

せ
ら

る
る
技

術
家

叉

は
美

術
家
(T
echnii{eTOa.E
i.in
Stller)
の
動
静

枚
挙

だ
其
趣

を
異

に

す

る

り
で
あ

る
｡

非

議
前

に
於

け

る
自

己
許
情

は
多

-

の
場

食

に
於

で
依
願

A
に
封

す

る

の

み

な
ら
ず
縛

護

士
自

身

に
暫

し

七
7g
不

利

覆

る
結
果

だ
な

る

乙
FFJ
が
あ

る
O

著

し
薪

る
不

利

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

が
訴

洛
後

に
遜

る

だ
す
れ

ば
蹄

護

士

に
繋

す

る
信

任
(V
ertranE,a)
を
失

墜

す

る

rJ
だ
ざ
る
怒
ら

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

叉

潜

む

べ
き
軍
議

の
腰

観

だ
7g
在

る

乙
だ
が
あ

る
｡

然

る
に

仙
窟

の
標

準

が
あ
れ
ば
事

件

の

依
魔

人

は
諦

語
提
起

前

に
発

づ
訴

諮

よ

う
生

す

る
嚢

周

の
額

を
漁

如
し
得

る
の
利

益

あ

る
はヽ

勿

論
辞

護

士

も
亦

訴
蔭

開
放

前

に
依
番

人

だ
報

酬

の
額

を
定

め

き
る

べ
か
ら

ざ
る
が
如

き
苦

第
三
十
八
巻

(
九
九

一
)

論

説

民
事
政
策
と
辞
義
士
部
授
(
英
二
)

第
六
携

六

三



第
三
十
八
雀

(
九
八
二
)

論

認

民
事
政
策
と
軒
讃
士
制
度
(
英
二
)

第
六
既

六
四

q

ヽ

ヽ

ヽ
_

ヽ

描
(PeirluCh
e
N
otwendigkeit)
79
在
-
'
叉
事

件
終

了
後

裁
判
所
側

よ
-
命

せ
ら
れ

た
報

酬

の
親
板

に
甘
せ

ざ
る

べ
か
ら

ざ
る
が
如

き

恐
も
宣

S
(例

へ
ば
前
記
瑞

商
に
於

け

る
事
件

の
如

-

に
)0

左
れ
ば

一
定

の
標

準

が
あ
れ
ば
縛

護

士

は
依
頼

人

と
の
等
議

を
断

つ
こ
と
を
得

.,(
-
'こ
れ

在

き
場

令

に
は
必
ず
報

酬

に
開

す
る
紛

肇

を
生
ず

べ
き

で
あ

る
(gFaeflaenLler),〕
右

理
由

に
依

&
看

非

難

は
採

用

し
難

S
の
で
あ
る
｡'

'
'
P
'
P

こ
'

報

酬

1
定

は
必
ず

し
も
依
魔

人

に
利
益

で
な

S
E

の
非

難

が
あ

る
.

蓋

し
報

酬

額

の

標
準

あ
れ
ば
蹄

護

士

は
事
惣件
の
依
魔

を
受

-
れ

は
兎

に
角

其
額
攻
け

は
選

び
る
車

件

に
成
功

ヽ

ヽ

し
i･<
う

が
し
ま

い
が

一
定

の
報

酬
或
け

は
取
れ

る
.そ
れ

で
蹄

護
士

は
事

件

に
熱
心

ど
覆
ら
ず

ヽ

ヽ

努
力

し
在

い
'従

っ
て
勝

て
る
事
件

79
勝

て
有
-
覆

る
｡

埠

に
動
労

に
対

し

て
蒋

別
在

る
報

酬

を
得
ず

又
其
報

酬

が
勤
労

の
十
分

の

一
に
し

か
皆

ら

覆

い
だ
恩

は

る
る
場

食

に
は
其
弊
害

が

最

も
多

か
る

･,(
さ

で
あ

る

か
ら

で
あ

る

エ
門
ie4dia
ender)
,
然

し

此
赤

芽

も
普

ら

在

S
､何

,O
潔
れ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ば
報

酬
額

の
多
寡

に
依

っ
て
其
努
力

に
差
異

を
附

け

る
秤

護
士
あ

h

ビ
せ
ば
を

の
蹄

護

士

は

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

港
間

よ
ち
排
斥

ru
れ
唾

滞

在
縛

護

士

(L
eichtfertegi･

A
nw
alt)
と
し
で
非
難

n
れ
其

結
果
依
扱
者

が
少

な
-

在

る
｡

評
判

の
良
-

な

S
蹄

護
士

は
門
前

雀
躍

を
張

る
し
東

列

の
良

S
蹄

藩

士

は

門
前

帝

を
虜
す

の
で

あ
る
Q

報
酬

が

7
足
し
居
れ

ば
何
Å

亀
評
判

の
良

S
蒋

護

士

の
朗

虻
街



き

之

れ

に
依
蔑

す
る

乙

だ
ビ
ヤ仏
る
｡

を
れ

で
蹄

護
士
は
報

酬
額

が
自

己

の
動
労

に
相
普
す

る

や
否

や
aJ
問

は
ず

義

に
事

件

に
努
力

し
勉

廠
す

る

こ
と

だ
在

る

の
で
あ
る
(STile5dlaender)O

〓
ニ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
l

韓

護

士
の
寛
浄
状

藩

(W
irtseh
aftlich
e
L
a
g
e)
は
如
何

三

吉
ふ

に
我
国

で
は
勿
論
外
囲

に
於

で

も

正
確

に

こ
れ

を
知

る

乙

だ
を
得

な

い
｡

然

し
猫
逸

人
が
濁
逸

及

び
英
国

の
耕
護

士

の
牧

人

等

に
付

き
述

べ
て
居

る
所

は
左

の
如
-

で
あ

る
0

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

1
.

滴
逸

の
縛

護
士

の
所
得
0

割

一
九

〇
四
年

ド
レ

ス
テ

ン
で
は

二
百

二
十

一
人

の
韓

護

h‖ⅦJいl

士

が
あ

っ
て
内
六
十
七
人

が

〓
掲
廃
克
以
上
､二
十

八
人

が
千
慮

克

乃
至
三
千
威
克
'六
十

五
人

が
四
千
施
克

乃

至
六
千
威

卑
残

り

の
六
十

1
人

が
七
千
廠
寛

乃

至

〓
内
戚
克

の
収

入
が
あ

っ

溌
趣

で
､同

年
以
後

は
波
少

し
た

ど
の

乙
W
で
あ

る
o

同
年
頃

エ
ム
ル

y
ブ
〝

と
の
輝

藩

士
骨

ヽ
ヽ
ヽ
l

の
報

告

に
よ
れ

ば
同

市
尊

護
士

の
収

入
は

仙
人
年
率
均

五
千
廃
克

で
あ

h
'金

.ハ
エ

イ

ル

ン

の

p

'
'
'

_

蹄

護

士

に
付

て
云

へ
ば
約

五
子
鹿
寛

の
収

入
が
あ

っ
た

}J
の
こ
と
で
あ

る
0

叉

7
九

二
二
年

ヽ
ヽ
ヽ

猶
逸
揮

護
士
協
倉

の
敢
闘

に
依
れ
ば
民
事
事

件

に
陶

し
蹄

護
士

の
取
得

す

る
純

収
入

は
控
訴

院

朗
属

の
者
は
七
千

九
麻
克
'地
方
裁
判
所
所
属

の
者

は
四
千
九
百

三
十

内
庭
克
､罷
裁

判

所
朗

第
三
十
八
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(
九
八
三
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論

説

民
事
政
文
と

辞
儀
士
制
度
(
英
二
)

第
六
教

六五



第
三
十
八
番

(九
八
四
)

論

説

民
事
政
菜
と
群
議
士
制
度
(英
二
)

第
六
耽

六
六

属

の
者

は

三
千

六
百

六
十

四
麻

克

あ

っ
溌

TJ
の

乙
さ
で
あ

る
｡

以

上

は
蹄

護

士

ク
ニ

ー
ル
戊

が
其

著

書

に
報

じ

て
居

る
(抑
nse.e4r9afT)
O
㈲

ク
ツ

ト

マ
ン
氏

の
調

査

に
依

れ
ば
戦

守

前

伯

林

の
蹄

護

士

は

三
千
廠

克
'其
他

の
地
方

に
於

て
は
四
千
麻

克

乃

至
五
千
鹿

克

の
収

入

が
あ

り
髭

}J
の

rJ
亡
で
あ

る
(rs:ailtdewA6:tf?.rBudC.hIfeSr.3Sa4T
･)｡
㈱

蹄

護

士

7
-

ぷ

レ

ル

民

の
報

ず

る
所

に
よ
れ

ば
縛

護

士

は
確

に
留
師

よ
-
は
多
き

収

入

が
あ

る

W
(f79atPZa,b詣
錆
4P6?jitik)
然

し
同
氏

は
醤
師

の
収

入

が

幾

何

あ

る

か
を

云

ふ

て
覆

い
か
ら

従

っ
て
同
氏

の
言
に
依

っ
て
は
蹄

護

士

の
収

入
額

を
知

る

こ
}J
を
得

覆

5,の

ヽ
ヽ
ヽ

戟

尊
前

に
於

け

る
猫
逸
蹄

護

士

の
純
収

入
は

一
人

l
年

中
均

三

四
千
慮

克

あ

っ
究

79
の

ご

見

て
差

文

へ
覆

い
だ
思

は

る
O

右

ワ

イ

ス
レ

ル

氏

墜
新

る
収

入

で
は

困

る
何

人

}J
か
L

y
A今

少

し

多
-

の
収

入

が
あ

る
標

に
せ

ね
は
蹄

護

士

光

る
品
位

を
保

つ
rJ
E
が
出

家

沿
雇

人

を
寡

l
ヽ
ヽ

か
ら

し

珍
ん

が
盛

砂

に
は
蹄

護

士

の
員
数
(註
)
を
制

限

す

る
必

要

あ

ら
｣だ
唱

へ
て
居

る

(flatld
･

b
u
c
h

d
e
r

P
.
a

a

O
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O
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ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
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